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目的 

青年期には，アイデンティティ確立の基盤として

の時間的展望という視点を取り入れることが重要で

ある（都筑，1993；岡本・深瀬，2013）。また青年

期においては，様々な移行を支える場としての居場

所を保証する必要性が強調されてきた（青木，1996；

富永・北山，2001）。居場所と時間的展望との関連は

先行研究でも指摘されており，例えば大澤（2019）

は，居場所の現場に兄弟姉妹のように近い将来モ

デル像が身近にいることで，今後の見通しを持ち

やすいとしている。また，田中（2001，2015）は，

居場所の構成要素として，「場所」「人間関係」の

他に，「未来への展望」を挙げている。 

本研究で取り上げる居場所活動は，心理カウン

セラーが若者人材育成を目的に始めた活動で，中

学生から社会人までが参加していた。小学生対象

のピア・サポート活動や多世代交流活動，対話の

場，講演会を開催していた。 

本研究では，居場所づくりの現場に参加する青年

を対象に，居場所と肯定的な時間的展望との関連を

明らかにし，青年期における居場所活動の意義を考

察する。 

方法 

調査対象者 居場所活動に参加している青年 7名。 

調査方法 半構造化面接を実施した。質問内容は，

「居場所の体験について」「体験を通しての過去，未

来の展望の変化について」であった。 

結果と考察 

1．近い将来モデル像との関わりによる変化 

A さんは，起業している社会人の方と話したこと

によって、「遠い先のことを見据えるようになった。」

と語った。 

B さんは，LGBT や発達障害といった背景を持つ

方々の人生観や仕事についての話を聴いたという体

験から「自分はどのような（将来の）選択をしてい

くかについて考えた。」と語った。 

C さんは，将来について，やりたいことはあるが

固まっていない状態であった。発達障害の方との対

話やピア・サポート活動への参加を通して「将来の

その自分がやりたいことのヴィジョンの方針がある

程度こう絞られた。」と語った。 

居場所に関する語りとして「世代を超えて話す環

境」「人が来る場の居心地がいい」などが見られ，ま

た異年齢の存在との交流を通して将来を考えている

ことから大澤（2019）の指摘を支持したと言える。 

2．自分自身について深く話せた経験による変化 

D さんは，自身の悩みを「お兄さん・お姉さん」

的な存在に話せたという体験を通して，「自分が，こ

うして悩みを話せるのは，過去が良いと思えている

結果」と語った。 

E さんは，他の参加者と家族について深く話をで

きたという体験から，自身の今までの家族関係を振

り返ることができたと語った。 

他者からの傾聴と受容をしてもらうという体験か

ら本来感の高まりを経験し，自分自身への内省や過

去の振り返りがなされている。居場所での人との対

話を通して，過去への展望も促されると考える。 

3．居場所活動そのものをモデルとした変化 

F さんは，ピア・サポート活動で子どもたちの話

を聴いてきたという体験から「将来は，話を聴いて

きた体験を仕事先で生かしたい。」と語った。 

G さんは，地域の人との関わったという体験から

「子どもにも地域に居場所を感じてもらいたい。そ

のために，（将来）失敗から学べる場を私が作りたい。」

と語った。 

子どもをサポートしてきた，イベントで主体的に

活動してきたという居場所における役割感を通して，

肯定的な将来展望が広がったと考えられる。 
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